
［公益５］大学教職員の職能開発及び大学教員の表彰

５－１ 情報通信技術を活用した優れた授業研究の評価と表彰

＜事業計画＞

＜事業の実施結果＞

｢ICT 利用教育改善発表会運営委員会｣を継続設置し、｢ICT 利用による教育改善研究発

表会｣を開催し、優れた教育方法を選定・評価・表彰した。以下に委員会の活動状況を報告

する。

ICT 利用教育改善発表会運営委員会 
2021 年(令和 3 年)5 月 22 日、7 月 31 日、2022 年(令和 4 年)2 月 7 日に平均 8 名が出席

して 3 回開催し、ICT 利用による教育改善研究発表会における発表募集要項の作成、1 次

選考と 2 次選考の運営、Web サイトによる公表を行った。 

（１）発表者の募集

前年度の 1 月 23 日の運営委員会において発表募集要項を検討し、新型コロナ感染症拡

大防止のため、昨年に引き続きオンライン方式の開催とし、アルカディア市ヶ谷(私学会館)
を配信会場するとともに、以下の点について確認を行い、改めた。

＊ 発表募集要項のタイトルは、昨年度と同様｢教育の質向上を目指す ICT 利用」とし 
た。

＊ 教育改善の内容に｢遠隔授業｣を追加しことで、｢申込用紙｣を見直し、ICT を利用し 
た取組みの欄に、遠隔授業として、「オンデマンド型、リアルタイム型、ハイブリッド
型(対面授業と遠隔授業の組合せ)」と表記した。 

＊ 教育改善の目的・目標の問題の所在について、｢学修者一人ひとりの可能性を伸長す
る個別最適化への対応、遠隔試験の不正対策｣を追加した

＊ 研究の目的・目標について、｢ハイブリッド型授業の工夫・改善、遠隔授業の学修成
果の測定評価｣を追加した。

＊ 教育実践による教育効果について、以下の複数の観点から、総合的に教育効果の向上
が認められるように周知することにした。
（LMS データ、ポートフォリオ等の分析、授業アンケート結果の経年変化とその分
析、期末テスト等の経年比較とその分析、プリテスト･ポストテストの比較、ルーブ
リック評価結果の分析、第三者による外部評価の意見・分析、国家試験等の合格者数
の経年比較の分析など）

（２）発表者の選考

① 5 月 22 日の運営委員会で 56 件の応募について書類選考を行い、55 件についての発

表を確定したが、後日 1 件の辞退があり、最終的な発表は 54 件となった。

② 1 次選考は、8 月 25 日(水)にアルカディア市ヶ谷の 3 会場において実施し、発表者

を除き 171 名が参加した。発表者は事前に発表映像を提出し、13 分間の発表映像を配

信した後、質疑を 5 分間行った。質疑応答は、オンラインでの対応 49 名と、配信会

場での対応 5 名で実施した。その上で、選考規程にもとづき、選考委員が分担して発

表内容及び発表会論文を精査し、以下の基準で 1 次選考を行った。

※ 教育上の問題解決を図るために、ICT 利用による教育改善の目的・目標が明瞭
になっていること

※ ICT を利用した教育改善の内容と方法が明瞭になっていること
※ 客観的な評価方法により、教育改善の効果が示されていること

教育改善のために ICT を利活用する FD（ファカルティ・ディベロップメント）活動の
振興普及を促進・奨励し、優れた授業研究の選考･表彰を通じて大学教育の質向上を図る
ため、文部科学省の後援を受けて、国立・公立・私立の大学・短期大学の教員を対象に、
｢ICT 利用による教育改善研究発表会｣を実施する。 
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